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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】内視鏡のコネクタと接続するように構成された
内視鏡用プロセッサにおいて、コネクタと接続するコネ
クタ受け部を使用しないときに、コネクタ受け部の空間
への水の浸入を確実に防ぎ、電気安全性を高める。
【解決手段】内視鏡のコネクタと接続するように構成さ
れた内視鏡用プロセッサは、内視鏡側のコネクタの第１
接続端子を受け入れて、内視鏡用プロセッサ側の第２接
続端子と接続するためのコネクタ挿入用凹部空間が設け
られたコネクタ受け部を少なくとも２つ備え、コネクタ
受け部の１つが接続端子を受け入れていないとき、該コ
ネクタ受け部の１つを閉塞する閉塞部材と、閉塞部材の
閉塞の有無を検知する検知部と、を備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡のコネクタと接続するように構成された内視鏡用プロセッサであって、
　前記コネクタの第１接続端子を受け入れて、前記内視鏡用プロセッサ側の第２接続端子
と接続するためのコネクタ挿入用凹部空間が設けられたコネクタ受け部を少なくとも２つ
備え、
　前記コネクタ受け部の１つが前記接続端子を受け入れていないとき、該コネクタ受け部
の１つを閉塞する閉塞部材と、
　前記閉塞部材の閉塞の有無を検知する検知部と、を備えることを特徴とする内視鏡用プ
ロセッサ。
【請求項２】
　前記検知部が前記閉塞部材による前記閉塞を検知したとき、前記閉塞の情報を報知する
報知手段を備える、請求項１に記載の内視鏡用プロセッサ。
【請求項３】
　前記検知部が、前記閉塞部材による前記コネクタ受け部の１つの閉塞を検知している期
間中、該コネクタ受け部の１つに設けられた、プロセッサ側の前記第２接続端子と、前記
内視鏡プロセッサ内の処理装置との間の電気接続を非導通状態にする、請求項１または２
に記載の内視鏡用プロセッサ。
【請求項４】
　前記閉塞部材は、前記コネクタ挿入用凹部空間の入口をカバーするカバー部品である、
請求項１～３のいずれか１項に記載の内視鏡用プロセッサ。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の内視鏡用プロセッサと、
　前記内視鏡用プロセッサと接続する前記コネクタを有する内視鏡と、を備える、ことを
特徴とする内視鏡システム。
【請求項６】
　前記内視鏡プロセッサは、前記内視鏡用プロセッサから光の入射を受ける光入射端部を
備える複数のコネクタに共通して、前記コネクタそれぞれの光入射端部を受け入れる光コ
ネクタ挿入用空間を備える光コネクタ受け部を備え、
　前記コネクタ受け部のうちの第１コネクタ受け部の前記コネクタ挿入用凹部空間の第１
差し込み口は、前記光コネクタ受け部の前記光コネクタ挿入用凹部空間の光差し込み口と
離間しており、
　前記コネクタ受け部のうち、前記第１コネクタ受け部と異なる第２コネクタ受け部の前
記コネクタ挿入用凹部空間の第２差し込み口は、前記光差し込み口の周りを囲むように設
けられ、前記第２差し込み口には、前記第２差し込み口を閉塞するシャッターが設けられ
、前記シャッターは、前記光差し込み口を閉塞しないように設けられる、請求項５に記載
の内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡のコネクタと接続するように構成された内視鏡用プロセッサ及び内視
鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　人体内部の生体組織の観察や治療に内視鏡システムが使用されている。内視鏡システム
は、生体組織を撮像素子で撮像して撮像画像を内視鏡用プロセッサ（以降、単にプロセッ
サという）に伝送する内視鏡と、撮像画像の信号を信号処理して表示用画像を作成するプ
ロセッサを備える。内視鏡には、プロセッサと接続するためのコネクタが設けられている
。一方、プロセッサは、内視鏡側のコネクタの電気接続端子を受け入れて、プロセッサ側
の電気接続端子と接続するためのコネクタ挿入用凹部空間が設けられたコネクタ受け部を
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備える。
【０００３】
　例えば、使用していないコネクタ受け部の差し込み口を閉塞してコネクタ受け部の内部
への水分等の浸入を防止し、電気的な安全性等が確保される電子内視鏡装置が知られてい
る（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－２２９２０４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記電子内視鏡装置では、コネクタ受け部を露出状態と閉塞状態に設定する可動遮蔽体
を有し、使用する電子スコープのコネクタに対応したコネクタ受け部を可動遮蔽体により
露出させたとき、他のコネクタ受け部を閉塞するように動作するコネクタ受け部開閉機構
を設けている。この可動遮蔽体により、使用していないコネクタ受け部の差し込み口を閉
塞してコネクタ受け部の内部への水分等の浸入を防止し、電気的な安全性等が確保するこ
とができる、とされている。
【０００６】
　上記電子内視鏡装置では、コネクタ受け部開閉機構を備えるので、使用していないコネ
クタ受け部の差し込み口を閉塞する。コネクタ受け部開閉機構は、板状の遮蔽体がコネク
タ受け部の差し込み口の一方と他方の間をスライドする機構であるので、コネクタを、別
のコネクタ受け部の差し込み口に差し込もうとするとき、遮蔽体を常にスライドする手間
が生じ、コネクタの装着に手間が生じ好ましくない。また、差し込み口から水等が浸入す
るわずかな隙間がない程度に遮蔽体がしっかり差し込み口を覆っているか否かを判別する
ことも難しい。
【０００７】
　本発明は、内視鏡のコネクタと接続するように構成された内視鏡用プロセッサにおいて
、コネクタの第１接続端子を受け入れて、内視鏡用プロセッサ側の第２接続端子と接続す
る構成のコネクタ受け部を使用しないときに、コネクタ受け部への水の浸入をより確実に
防ぎ、電気安全性を高めることができる内視鏡用プロセッサ及び内視鏡システムを提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様は、内視鏡のコネクタと接続するように構成された内視鏡用プロセッサ
であって、
　前記コネクタの第１接続端子を受け入れて、前記内視鏡用プロセッサ側の第２接続端子
と接続するためのコネクタ挿入用凹部空間が設けられたコネクタ受け部を少なくとも２つ
備え、
　前記コネクタ受け部の１つが前記接続端子を受け入れていないとき、該コネクタ受け部
の１つを閉塞する閉塞部材と、
　前記閉塞部材の閉塞の有無を検知する検知部と、を備えることを特徴とする内視鏡用プ
ロセッサである。
【０００９】
　前記検知部が前記閉塞部材による前記閉塞を検知したとき、前記閉塞の情報を報知する
報知手段を備える、ことが好ましい。
【００１０】
　前記検知部が、前記閉塞部材による前記コネクタ受け部の１つの閉塞を検知している期
間中、該コネクタ受け部の１つに設けられた、プロセッサ側の前記第２接続端子と、前記
内視鏡プロセッサ内の処理装置との間の電気接続を非導通状態にする、ことが好ましい。
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【００１１】
　前記閉塞部材は、前記コネクタ挿入用凹部空間の入口をカバーするカバー部品である、
ことが好ましい。
【００１２】
　本発明の他の一態様は、前記内視鏡用プロセッサと、
　前記内視鏡用プロセッサと接続する前記コネクタを有する内視鏡と、を備える、ことを
特徴とする内視鏡システムである。
【００１３】
　このとき、前記内視鏡プロセッサは、前記内視鏡用プロセッサから光の入射を受ける光
入射端部を備える複数のコネクタに共通して、前記コネクタそれぞれの光入射端部を受け
入れる光コネクタ挿入用空間を備える光コネクタ受け部を備え、
　前記コネクタ受け部のうちの第１コネクタ受け部の前記コネクタ挿入用凹部空間の第１
差し込み口は、前記光コネクタ受け部の前記光コネクタ挿入用凹部空間の光差し込み口と
離間しており、
　前記コネクタ受け部のうち、前記第１コネクタ受け部と異なる第２コネクタ受け部の前
記コネクタ挿入用凹部空間の第２差し込み口は、前記光差し込み口の周りを囲むように設
けられ、前記第２差し込み口には、前記第２差し込み口を閉塞するシャッターが設けられ
、前記シャッターは、前記光差し込み口を閉塞しないように設けられる、ことが好ましい
。
【発明の効果】
【００１４】
　上述の内視鏡用プロセッサ及び内視鏡システムによれば、コネクタ受け部を使用しない
ときに、コネクタ受け部への水の浸入を従来より確実に防ぎ、電気安全性を高めることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】一実施形態の医療用の内視鏡の外観斜視図である。
【図２】一実施形態のコネクタとプロセッサの一例を拡大して示す斜視図である。
【図３】（ａ），（ｂ）は、一実施形態におけるプロセッサと２つのコネクタが接続する
状態を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、図面を参照して実施形態の内視鏡用プロセッサ及び内視鏡システムについて説明
する。図１は、一実施形態の医療用の電子内視鏡（以降、単に内視鏡という）とプロセッ
サの外観斜視図である。以下の説明中の前後方向は、内視鏡の可撓管１の先端側を「前方
」、ユニバーサルチューブ６の先端側（コネクタ部７側）を「後方」と定義している。
【００１７】
　医療用の内視鏡は、操作部３と、操作部３から前方に延びかつ可撓性を有する可撓管１
と、可撓管１の前方に連結部１０を介して連結された湾曲管２と、操作部３から後方に延
びるユニバーサルチューブ６と、ユニバーサルチューブ６の後端に固定したコネクタ７と
、を備える。操作部３、可撓管１及び湾曲管２内には、複数の湾曲操作ワイヤが挿通され
、各湾曲操作ワイヤは、先端部が先端部５の後端に連結され、後端が、湾曲操作ワイヤを
介して操作部３の湾曲操作レバー４（湾曲操作機構）に連結されている。湾曲管２は、湾
曲操作レバー４の操作に応じて任意の方向に任意の角度だけ湾曲する。
【００１８】
　湾曲管２の先端部には、先端部５が設けられている。先端部５は実質的に弾性変形不能
な硬質樹脂材料によって構成されており、先端部５の平面からなる先端面には対物レンズ
（観察レンズ）を備える開口、照明レンズが設けられている出射口、送気・送水口、鉗子
口等が設けられている。
【００１９】
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　操作部３、可撓管１、湾曲管２、ユニバーサルチューブ６及びコネクタ７の内部には、
その前端が照明レンズに接続するライトガイドファイバ（図示略）が設けられている。さ
らに先端部５の内部には対物レンズの直後に位置する撮像素子（図示略）が設けられてい
る。
　可撓管１、湾曲管２、先端部５、及び連結部１０は、体腔内に挿入される挿入部１２を
形成する。先端部に設けられた撮像素子から延びる画像信号用ケーブルは、湾曲管２、可
撓管１、操作部３及びユニバーサルチューブ６の内部を通ってコネクタ７の内部まで延び
ている。コネクタ７は、内視鏡用プロセッサ（以降、単にプロセッサという）２０に接続
される。プロセッサ２０は、撮像素子から送られてくる画像信号を処理して、撮像素子で
撮像した被写体の画像をモニタ（図示略）に表示するように制御している。プロセッサ２
０は、生体組織を照明する照明光となる光を出射する図示されない光源装置を備える。光
源装置から出射される光は、コネクタ７を経由して、先端部５までＬＣＢ（Light Carryi
ng Bundle）ケーブル内を伝送される。このＬＣＢケーブルは、ユニバーサルチューブ６
及び可撓管１内に設けられている。
【００２０】
　コネクタ７を含む内視鏡は、洗浄及び消毒をして再利用可能な構成とするために、コネ
クタ７は水密、気密性が高く、コネクタ７の内部構造は閉密状態となっている。このため
、コネクタ７の外側には、内部構造を閉密にする筐体が設けられている。筐体及び筐体で
覆われた部分をコネクタ本体部８という。
　コネクタ７は、内部構造として、プロセッサ８に撮像素子から送信される画像信号をプ
ロセッサ８に送信する前に信号処理する信号処理回路、及び内視鏡の固有情報を記録した
メモリを備える。内視鏡の固有情報には、例えば、撮像素子の画素数や感度、動作可能な
フレームレート、型番等が含まれる。信号処理回路は、メモリから読み出された固有情報
をプロセッサ８に設けられた図示されないシステムコントローラに出力する。
　すなわち、内視鏡は、生体組織を撮像する撮像素子を先端に備え、体腔内に挿入される
挿入部１２と、プロセッサ２０と接続可能に設けられるコネクタ７と、を備える。コネク
タ７は、撮像素子から伝送される撮像画像の信号を信号処理する電子回路である信号処理
回路を備え、信号処理した撮像画像の信号をプロセッサ８に伝送する機能を有する。
【００２１】
　図２は、コネクタ７，７＊とプロセッサ２０の一例を拡大して示す斜視図である。図３
（ａ），（ｂ）は、一実施形態のコネクタ２０とコネクタ７，７＊とを接続する状態を説
明する図である。
　コネクタ７は、コネクタ本体部８の他に、電気接続端部７ａと、光入射端部７ｂと、を
備える。電気接続端部７ａは先端が開口した筒形状を成し、コネクタ本体部８から突出し
ている。電気接続端部７ａの筒形状で囲まれた内部には、撮像素子から延びる信号線や、
撮像素子等の動作を制御する制御線と接続される構成の、図示されない電気接続端子（第
１接続端子）が設けられている。
　光入射端部７ｂは、先端が開口した筒形状を成し、コネクタ本体部８から突出している
。光入射端部７ｂの筒形状で囲まれた内部には、プロセッサ２０内の光源装置から照射さ
れた照明光を先端部５に伝送するＬＣＢケーブルが設けられている。光入射端部７ｂの開
口には、ＬＣＢケーブルが照明光の入射を受ける開口面が設けられている。
　このような電気接続端部７ａ及び光入射端部７ｂのそれぞれが、プロセッサ２０側の後
述するコネクタ受け部２２ａ及び光コネクタ受け部２２ｂに接続される。
【００２２】
　プロセッサ２０は、コネクタ受け部２２ａ，２２ｃと、光コネクタ受け部２２ｂと、操
作パネル２６と、を備える。
　操作パネル２６は、術者が内視鏡システムで行いたい観察や検査に対応してプロセッサ
２０及び内視鏡が動作するように指示入力するためのパネルである。指示入力は、例えば
、通常観察モードや特殊観察モード等のモードの切換や、生体組織を撮像素子で取得した
撮像画像に施す処理内容や、図示されないモニタに画像や検査結果を表示する表示形態の



(6) JP 2019-76655 A 2019.5.23

10

20

30

40

50

指示入力を含む。
【００２３】
　コネクタ受け部２２ａ及び光コネクタ受け部２２ｂは、図２に示す電気接続端部７ａ及
び光入射端部７ｂをそれぞれ受け入れる部分で、コネクタ挿入用凹部空間２４ａ及び光コ
ネクタ挿入用凹部空間２４ｂを有する。
　コネクタ挿入用凹部空間２４ａ内の奥側部分には、プロセッサ側の電気接続端子（第２
接続端子）２８ａ（図３（ａ），（ｂ）参照）が設けられ、光コネクタ挿入用凹部空間２
４ｂ内の奥側部分には、光源装置の照明光の出射部２８ｂが設けられている。したがって
、コネクタ７の電気接続端部７ａ及び光入射端部７ｂのそれぞれがコネクタ挿入用凹部空
間２４ａ及び光コネクタ挿入用凹部空間２４ｂ内の所定の位置に挿入されることにより、
コネクタ側の電気接続端子とプロセッサ側の接続端子２８ａが接続され、照明光の出射部
２８ｂの対向する位置に、ＬＣＢケーブルの開口端が位置する。
【００２４】
　すなわち、プロセッサ２０は、内視鏡側のコネクタ７の電気接続端子を受け入れて、プ
ロセッサ２０側の電気接続端子２８ａと接続するためのコネクタ挿入用凹部空間２４ａが
設けられたコネクタ受け部２２ａと、内視鏡側のコネクタ７の光入射端部７ｂを受け入れ
て、ＬＣＢケーブルの開口端をプロセッサ２０側の光源装置２０の出射部２８ｂの対向す
る位置に配置させるための光コネクタ挿入用凹部空間２４ｂが設けられた光コネクタ受け
部２２ｂと、を備える。
　さらに、図２に示すように、プロセッサ２０は、別のタイプの内視鏡側のコネクタ７＊

の電気接続端子を受け入れて、プロセッサ２０側の電気接続端子２８ｃ（図３（ａ），（
ｂ）参照）と接続するためのコネクタ挿入用凹部空間２４ｃが設けられたコネクタ受け部
２２ｃを備える。コネクタ７＊がコネクタ受け部２２ｃと接続されるとき、光コネクタ受
け部２２ｂは、光コネクタ挿入用凹部空間２４ｂに、光入射端部７ｂ＊（図３（ｂ）参照
）を受け入れて、ＬＣＢケーブルの開口端をプロセッサ２０側の光源装置２０の出射部２
８ｂの対向する位置に配置させる。したがって、コネクタ７とコネクタ７＊は、プロセッ
サ２０に接続される時、光入射端部７ｂ及び光入射端部７ｂ＊が同じ光コネクタ受け部２
２ｂを共用して光コネクタ挿入用凹部空間２４ｂに挿入されるように構成されている。
【００２５】
　このように、プロセッサ２０は、コネクタ７の接続端子を受け入れて、プロセッサ２０
側の電気接続端子２８ａと接続するためのコネクタ挿入用凹部空間２４ａが設けられたコ
ネクタ受け部２２ａと、コネクタ７＊の電気接続端部７ａ＊（図３（ｂ）参照）を受け入
れて、プロセッサ２０側の電気接続端子２８ｃと接続するためのコネクタ挿入用凹部空間
２４ｃが設けられたコネクタ受け部２２ｃと、を備える。また、光コネクタ挿入用凹部空
間２４ｂは、コネクタ７の光入射端部７ｂ及びコネクタ７＊の光入射端部７ｂ＊を受け入
れてプロセッサ２０側の照明光の出射部２８ｂに対向する位置に位置させる。すなわち、
コネクタ７をプロセッサ２０に接続する時、及びコネクタ７＊をプロセッサ２０に接続す
る時のいずれにおいても、光コネクタ部２２ｂ及び光コネクタ挿入用凹部空間２４ｂは使
用される。以上説明したように、プロセッサ２０は、コネクタ挿入用凹部空間２４ａ，２
４ｃが設けられたコネクタ受け部２２ａ，２２ｃを２つ備える。
【００２６】
　コネクタ７の電気接続端部７ａは、円筒形状を成し、コネクタ７＊の電気接続端部７ａ
＊は、矩形形状を成している。図２及び図３（ｂ）に示すように、コネクタ７＊の電気接
続端部７ａ＊が挿入されるコネクタ挿入用凹部空間２４ｃは、光コネクタ受け部２２ｂの
光コネクタ挿入用凹部空間２４ｂを囲むように構成されている。
　また、コネクタ７＊の電気接続端部７ａ＊が挿入されるコネクタ挿入用凹部空間２４ｃ
の差し込み口には、差し込み口を閉塞するシャッター４０が設けられている。シャッター
４０は、コネクタ挿入用凹部空間２４ｃの入り口（差し込み口）から奥方向に向かって開
く開き扉である。この開き扉は、入り口（差し込み口）を塞ぐように付勢部材で付勢され
ている。コネクタ７＊の電気接続端部７ａ＊をコネクタ挿入用凹部空間２４ｃに挿入しよ
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うとするとき、シャッター４０は、挿入しようとする電気接続端部７ａ＊に押されて、シ
ャッター４０がコネクタ挿入用凹部空間２４ｃの入口から奥方向に向かって回転して開く
ように構成されている。したがって、コネクタ受け部２２ｃが使用されていないときコネ
クタ挿入用凹部空間２４の差し込み口は、常にシャッター４０で閉塞される。
【００２７】
　一方、コネクタ受け部２２ａが使用されていないとき、すなわちコネクタ受け部２２ａ
がコネクタ７の電気接続端部７ａを受け入れていないとき、コネクタ受け部２２ａは、閉
塞部材５０で閉塞される。
　閉塞部材５０は、例えば、樹脂あるいは金属製のカバー部品（蓋）であり、コネクタ挿
入用凹部空間２４ａの差し込み口の周りを囲むように設けられた円筒状の連続突起５４（
図１、図３（ａ），（ｂ）参照）に係止されるように構成されている。
　円筒状の連続突起５４の外周近傍には、閉塞部材５０が、コネクタ挿入用凹部空間２４
の差し込み口を閉塞しているか否かを検知する検知部５６が設けられている。検知部５６
は、例えば、ボタンであり、閉塞部材５０が連続突起５４に係止されたとき、閉塞部材５
０が検知部５６を押して、閉塞した検知信号を生成するように構成されている。検知部５
６は、閉塞部材５０が検知部５６を押すことで検知信号を生成する方式に限定されず、閉
塞部材５０が金属材料で構成されている場合、検知部５６は、閉塞部材５０の金属材料を
検知して検知信号を生成する磁気センサであってもよい。
【００２８】
　検知信号は、プロセッサ２０内の処理装置や図示されないディスプレイに送られ、術者
（操作者）に報知される。これにより、術者（操作者）は、閉塞部材５０の閉塞を確実に
確認できるので、コネクタ７＊をプロセッサ２０と接続して施術を再開することができる
。施術では、水等の液体が飛び散る場合があるが、閉塞部材５０が、コネクタ挿入用凹部
空間２４の差し込み口を確実に閉塞しているので、水等の液体がコネクタ挿入用凹部空間
２４に進入することを確実に防ぎ電気安全性を高めることができる。
　一方、使用するコネクタをコネクタ７＊からコネクタ７に変更するために、コネクタ７
＊の電気接続端部７ａ＊をコネクタ受け部２２ｃから引き抜くとき、付勢部材の付勢力に
よりシャッター４０が自動的に差し込み口を閉塞するので、閉塞部材５０は不要となる。
【００２９】
　このように、本実施形態では、検知部５６が、コネクタ受け部２２ａがコネクタ７の電
気接続端子を受け入れていないとき、コネクタ受け部２２ａを閉塞するための閉塞部材５
０が、コネクタ挿入用凹部空間２４ａの差し込み口を閉塞しているか否かを検知するので
、術者は、安心してコネクタ７＊に変更して施術を再開することができる。
【００３０】
　プロセッサ２０は、上述したように、閉塞部材５０によるコネクタ挿入用凹部空間２４
ａの閉塞を検知したとき、閉塞の情報を報知する報知手段を備えることが好ましい。報知
手段は、上述したように、プロセッサ２０に接続されたディスプレイに閉塞の情報を画面
表示する、あるいは、閉塞部材５０が閉塞したことを知らせる音声を出力する等の報知を
行う。この報知により、術者は閉塞部材５０の閉塞を確実に認識して、施術のための作業
を再開することができる。
【００３１】
　一実施形態によれば、検知部５６が、閉塞部材５０によるコネクタ受け部２２ａの閉塞
を検知している期間中、コネクタ受け部２２ａに設けられた、プロセッサ側の接続端子２
８ａと、プロセッサ２０内の処理装置との間の電気接続を非導通状態にすることが好まし
い。接続端子２８ａと処理装置の間の配線を非導通状態にするので、接続端子２８ａに万
が一水が浸入しても接続端子２８ａの接続ピンを介して配線同士が短絡することを防止す
ることができる。
【００３２】
　プロセッサ２０は、図２に示すように、プロセッサ２０から出射する光が入射する、コ
ネクタ７，７＊に設けられた光入射端部７ｂ，７ｂ＊を受け入れる光コネクタ受け入部２
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２ｂを備える。コネクタ受け部２２ａのコネクタ挿入用凹部空間２４ａの第１差し込み口
は、光コネクタ受け部２２ｂの光コネクタ挿入用凹部空間２４ｂの光差し込み口と離間し
ている。コネクタ受け部２２ｃのコネクタ挿入用凹部空間２４ｃの第２差し込み口には、
この第２差し込み口を閉塞するシャッター４０が設けられている。コネクタ受け部２２ｃ
のコネクタ挿入用凹部空間２４ｃの第２差し込み口は、光コネクタ挿入用凹部空間２４ｂ
の光差し込み口の周りを囲むように設けられる。このとき、シャッター４０は、光差し込
み口を閉塞しないように設けられることが好ましい。これにより、コネクタ７をプロセッ
サ２０に接続するとき、シャッター４０が閉塞した状態で、コネクタ７の光入射端７ｂを
光コネクタ挿入用凹部空間２４ｂに挿入することができる。光コネクタ挿入用凹部空間２
４ｂの光差し込み口が閉塞しておらず光コネクタ挿入用凹部空間２４ｂ内に水が浸入する
可能性があるが、水が浸入しても、この水により電気安全性の影響は受けない。
【００３３】
　本実施形態では、コネクタ受け部２２ａに閉塞部材２２ａ及び検知部５６が設けられる
一方、コネクタ受け部２２ｃにシャッター４０が設けられるが、閉塞部材及び検知部が設
けられない構成である。しかし、コネクタ受け部２２ａ，２２ｃのいずれにも閉塞部材と
検知部が設けられる構成としてもよい。
【００３４】
　また、コネクタ受け部２２ｃにコネクタ７＊を接続して、プロセッサ２０及び内視鏡を
動作させるとき、コネクタ受け部２２ａの差し込み口を閉塞部材５０が閉塞していること
を検知部５６が検知信号を生成しない限り、プロセッサ２０及び内視鏡が動作を開始しな
いように、制御することも好ましい。
【００３５】
　以上、本発明の内視鏡用プロセッサ及び内視鏡システムについて詳細に説明したが、本
発明の内視鏡用プロセッサ及び内視鏡システムは上記実施形態に限定されず、本発明の主
旨を逸脱しない範囲において、種々の改良や変更をしてもよいのはもちろんである。
【符号の説明】
【００３６】
１　可撓管
２　湾曲管
３　操作部
４　湾曲操作レバー
５　先端部
６　ユニバーサルチューブ
７，７＊　コネクタ
７ａ，７ａ＊　電気接続端部
７ｂ，７ｂ＊　光入射端部
２０　プロセッサ
２２ａ，２２ｃ　コネクタ受け部
２２ｂ　光コネクタ受け部
２４ａ，２４ｃ　コネクタ挿入用凹部空間
２４ｂ　光コネクタ挿入用凹部空間
２８ａ，２８ｃ　電気接続端子
２８ｂ　出射端部
４０　シャッター
５０　閉塞部材
５４　連続突起
５６　検知部
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